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法のひとつであるグループワークを採用している。2016 年度には，初めて授業時に PC 教室を
使用し，グループで事例研究のための情報収集，発表用の資料作成等の協働作業を実施した。
キーワード： 生徒指導，アクティブ・ラーニング，ICT の活用，教授・学習方法
















らないことから，半期 2 単位 15 回の授業の中に，ICTの活用やアクティブ・ラーニングを取
り入れることは時間的にも限界がある。
しかしながら，中央教育審議会『これからの学校教育を担う教員の資質向上について～学び










































時に，グループで研究するための事例を中学校・高校各 6 事例，合計 12 事例を配布し，次回
までに熟読しておくように指示した。
第 4 回の授業で「事例研究の仕方」を説明した後，各グループは研究したい事例を中・高 1























































































































































































































































































































































































































































































































































































• これから PC やスマホのような電子機器を使用した授業やプレゼンが増えるから，この授業
のように，今体験しておくことはすごく良いと思った
• PC を使った授業が少ないので，とても新鮮だった。今後も，効果的に PC を使った授業が
増えると，学生も受け身の姿勢ではなく，主体的に授業に取り組めるのではないかな，と
思った
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